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「福祉よこはま」は、横浜市が編集に協力しています

ヨコハマで、すぐヨコへ。「ヨコ寄付」

さまざまな組織・人でつくる
子どもによりそう学習支援
～コロナ禍にうまれた 支えあいの取組～

特 集



〈この記事に関する問い合わせは〉横浜市社会福祉協議会　企画部企画課　☎045-201-2090
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～コロナ禍にうまれた 支えあいの取組～

大学生ボランティア▶

　高校生の少し上の年齢なので、進路のこと、受験のこ
と、大学生活のことなど世間話をするように話したいと
思っています。目標を持って、資格や進学を目指して勉強
する高校生の姿に自分も頑張ろうと励まされています。

自分自身も励まされています

　戸塚区福祉保健活動拠点機能の活用をきっか
けとして、生徒の皆さんが進学という目標をもっ
て学べる様に支援したいと思います。
　この活動を通じて、区社会福祉協議会におい
ても若者たちの夢を応援するような取組や地域
づくりを模索していきたいと考えています。

目標実現のための活動を支えたい

戸塚区社会福祉協議会▶
事務局長 安部さん

　教える方も教えられる方も、話し
やすい場づくりが大切だと思ってい
ます。子どもたちに教えるために自
分自身も勉強し活気をもらえるので
楽しみです。

講師 大和田さん▶講師 飯塚さん▶

　シルバー人材センターには、人生や社会経験が豊富でプロフェッ
ショナルな会員が多く登録されていますが、経験を活かせる仕事が
なかなか提供できず課題となっていました。この取組に協力すること

で、社会的・公益的な取組に携われ、能力を発揮して
もらうことができました。

経験を活かして社会に貢献したい

　令和３年６月、横浜市社会福祉協議会と包括連携協定（※2）を
締結し定期的な話し合いをもつ中で、ひとり親世帯の困窮と学習
支援についての課題があると伺いました。そこで、つながりのあっ
たシルバー人材センターに講師の派遣を相談したところ良い人材
が見つかり、話が具体的に進みました。これにより、ひとり親世帯
への支援とシルバー人材センターに登録されている
方々の経験が活かせる機会にも貢献することが
できました。

横浜信用金庫ソリューション支援部地域連携課▶
汐見さん

地域に根差し、
地域の困りごとの解決に貢献したい

　「子どもに学習意欲があってもなかなか塾に通わせ
ることが難しい」という保護者からの声を横浜市社会
福祉協議会に届けたところ、各団体からのご支援が
受けられ実施しています。学習支援に参加して「家庭
での勉強の仕方がわかった」という声も聞こえてきて
います。

◀横浜市母子寡婦福祉会
参与 清水さん

子どもたちが育ち
世の中に出ていくために

　ひとり親世帯への食の支援を通じて得た保護者からの声をもとに、母子寡婦福祉会
と意見交換を行ったところ、高校生の進学に向けた支援の場がないことがわかりまし
た。そこで「ヨコ寄付」の仕組みを活用し新しい取組を始めることにしました。

◀横浜市社会福祉協議会ヨコ寄付推進担当 長谷川さん

さまざまな機関の知恵や強みを活かして
可能性は何倍にも広がりました

●先生に教えてもらうようになって英語が面白くなった。
将来は教師になりたい。

●専門学校のスポーツ科に進学したい。英語は世界に出
るときに何事にも通用するので身に付けたい。勉強も
するが、先生や学生ボランティアさんと学校や友達の
話をするのが楽しみ。

●理解のスピードに合わせて教えてくれるので英語が身
についていると感じています。

●質問をすると、すぐに、わかりやすく教えてくれます。

学習会に参加している高校生のコメント

横浜市社会福祉協議会▶
ヨコ寄付推進担当課長

舟田さん

落ち着いた場づくりと楽しみな時間に注目して褒めてあげること

　「子どもを塾に通わせることができない」ひとり親世帯の保護者から寄せられた子どもの
教育に関する不安の声に、さまざまな関係機関が連携して令和３年１１月から始まった
「ひとり親世帯への高等教育進学に向けた学習支援」を紹介します。

　最初は生徒と距離を感じていましたが、だ
んだんと教えることが楽しくなってきました。
一人ひとり、英語が身についていくペースを
キャッチしながら教えています。それぞれの
子の良い所に注目して褒めています。

※1　「ヨコ寄付」とは…「ヨコハマで、すぐヨコへ。」をコンセプトに、横浜市社会福祉協議会が皆様からの寄付金を活用し、
既存の制度やサービスでは対応ができない困りごとの解決を目指す取組です。

　ひとり親世帯の高校生を対象に、市内の福祉保健活動拠点
で開催する参加費無料の学習会とし、必要な経費は皆様から
の寄付を活用しています。
　令和４年度からは、進学のイメージを持ってもらえるよう、大
学生ボランティアにも協力してもらっています。

◀横浜市シルバー人材センター
事業企画課担当課長 村田さん

※２　包括連携協定とは…相互に連携して、横浜市内の地域福祉活動を推進し、SDGs（※３）の視点を踏まえて、身近な地域の支えあい及び地域貢献活動の活性化を図る
ことを目的として締結された協定

※３　SDGsとは…2030年に向けて世界（国連加盟193か国）が合意した「持続可能な開発目標」のこと

ヨコハマで、
すぐヨコへ。
「ヨコ寄付」※１

「ヨコ寄付」の紹介は
P6市社協情報でも
ご案内しています。

▲
「ヨコ寄付」への
寄付はこちら
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　娘が通っていた幸ケ谷小学校のＰＴＡ活動がひと段落
した頃、当時の校長先生から横浜市教育委員会の学校・
地域コーディネーター養成講座を受講してみてはどう
かと勧められました。その後、学校支援のボランティア組
織「幸ケ谷共育倶楽部」の事務局として立ち上げから参
加し、今の活動を続けています。

この活動を始めたきっかけ

　先生が授業に集中し、やりたいことが最大限に可能に
なるよう、またサポーターには、ボランティアは楽しい、
次回も協力したいと思ってもらえるよう心がけていま
す。サポーターの名前を覚えて挨拶したり、直接会って感
謝の気持ちを交換したりすることを大切にしています。
たくさんの地域の人が学校に関わり、子どもたちが地域の
人と出会う場づくりを目指しています。

心がけていること

　先生から活動サポート依頼が入ると、登録者あてに
メールで募集をします。校外学習やスポーツテストなど
内容はさまざまで、１日に40名を募集することもあり
ます。活動がある時は、学校に来てサポーターに直接
会って声をかけるようにしています。自分がサポーター
として参加することもあります。また、幸ケ谷共育倶楽
部が学校と協働で行う体験プログラム「ハッピー &スマ
イル・デー」（通称ハピスマ）の企画・開催もしています。

日々の活動

　日々の活動の中で感謝の気持ちをもらうことで、常に
ポジティブな思考でいられます。幸ケ谷共育倶楽部が目
標にしている「大人も子どもも共に育とう」を自分でも
体現したいと思っています。ＳＤＧｓを学んでいる子どもた
ちに刺激を受けて、本を読んだり、講座に参加したりする
だけでなく、思い切って、先進的な取組をしているデン
マークまで学びにいきました。日々、学校で子どもたちと
接することがきっかけとなり、いろいろな人たちとつなが
りを持ちながら今の活動に携わることができています。

喜び、やりがい

佐伯 美華さん  に聞きました

さ え き み　　か

地域の人とのつながりがある学校は、
大人も子どもも
共に育っていく場になります。

福
祉
の
仕
事

福
祉
の
仕
事

シリー
ズ

No.52

横浜市介護人材関連情報
ホームページ▶

横浜市内の福祉人材に
関する求人情報

◆ この記事に関するお問合せは
横浜市社会福祉協議会 企画部企画課　☎ 045-201-2090

■ 地域学校協働活動推進員
  （学校・地域コーディネーター）
幸ケ谷小学校　幸ケ谷共育倶楽部事務局代表

　学校と地域の架け橋となって、教育活動のねらいと、地域
の特性や地域の方々の得意なことを上手に結びつける役割
があります。教育委員会からは「地域学校協働活動推進員」と
して委嘱されますが、横浜市では「学校・地域コーディネー
ター」の呼称でその役割を担っています。

地域学校協働活動推進員
（学校・地域コーディネーター）とは

　「大人も子どもも共に育とう」をテーマに2009年に設立
されたボランティア組織。保護者を始め、地域住民、教師
を目指す学生などが、幸ケ谷の
子どもたちの教育環境をサポート
しています。会員登録制で2022年
４月現在、約300名の方が学校
支援に参画しています。

「幸ケ谷共育倶楽部」

コーディネーターや地域の活動に興味のある人へ
　学校・地域コーディネーターには学校と地域を結びつけ
る役割があり、住んでいる地域や先生、子どもの学年などに
合わせた活動を行っています。ボランティアとして、この活
動の趣旨に賛同し、協力してくれる人たちが増えるとあり
がたいです。ご自身の特技や知識など、学校の授業で学ばな
いようなことを教えてくれる方、学校や子どもとの関わり
を通じて経験の幅を広げたいと考えていらっしゃる方は、
各学校のホームページなどで調べてみてください。

▲子どもたちに活動の説明を
することもあります。

全面芝生化した小学校校庭
の芝生張り替えの様子

▶

学校・地域連携
推進事業とは

横浜市
ホームぺージ

幸ケ谷共育
倶楽部
文部科学省
ホームページ

こうがや

▲共育倶楽部のマスコット
てんとう虫の「ポコア・ポコ」
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横浜市ボランティアセンターからのお知らせ

横浜市ボランティアセンターより

～ボランティア・非営利活動を支える財源“助成金”について学ぶ～ 
　横浜市社協ではボランティア・市民活動団体向けに、さまざまな民間助成金の情報を
ホームページに掲載しています。助成金を申請する時のポイントや活用することによって
得られる効果などを、一般財団法人非営利組織評価センター 業務執行理事の山田泰久さん
に教えていただきました。 山田泰久さん▶

助成金の一般的な対象経費
●活動全般にわたる費用　
●事業としてのイベント費用
（会場代、備品購入代、告知印刷物や活動報告書の作成費など）
事業実施に幅広く活用できますが、人件費は対象外のことが多いです。

助成金申請時のポイント

　助成金の獲得は、申請書を作ることから始まります。
　申請書は、①活動団体の情報、②助成金の趣旨を踏ま
えた内容 が簡潔にまとめられていることが必要です。助成金
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助成金情報
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日 時  令和４年11月10日（木）
午前10時～12時（オンライン開催）

　今回お話を伺った山田さんを講師に迎え、市
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よろしくお願いします
!
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「助成金」って知ってい
ますか？

支援制度ガイド
ホームページ

▼
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「令和4年度市民活動・地域活動支援制度ガイド」を参考にご覧ください。

　より豊かな市民社会の実現のために、市民の自発性のもと、横浜市内で行われる
非営利な地域福祉推進事業や障害福祉推進事業の支援を目的としています。
●区域での活動を支援する「継続的奨励助成」…区社協受付分
　※募集時期については、各区社協にお問合せください。
●市域で新たに取り組む事業を支援する「地域福祉保健計画助成」…市社協受付分
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横浜市・区社会福祉協議会では、皆さまからの寄付金を財源に、
「よこはま ふれあい助成金」を実施しています。

助 成 金 活 用の

　応募する助成金のスケジュールを確認し、余裕をもって
準備を進めましょう。
　支援機関に推薦書の作成を依頼する場合は、作成に
かかる日数を確認しましょう。

　助成金とはひとことで言えば、活動団体を応援
するための資金で、ボランティア活動をするために
必要なお金を支援してくれるものです。
　融資とは異なり、返済の必要はありません。
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横浜市社会福祉協議会からのお知らせ

みなさまからお寄せいただいたご寄付は、地域の助けあい、
支えあい活動のため、有効に活用させていただきます。

寄付者の取組紹介
読み終えた本の寄付を通した地域貢献活動（横浜信用金庫様）

ご支援・ご協力ありがとうございました。順不同　令和4年4月1日～ 6月30日受付分

善意銀行　金銭寄付者　
●横浜信用金庫 理事長 大前 茂 様（2件）
●よこはまシニアボランティアポイント登録者 様
●株式会社 ツカサペトコ 様
●株式会社 高栄設備工業 様
●日清オイリオグループ 株式会社 様
●匿名（10件）
善意銀行　物品寄付者
●株式会社 セブン-イレブン・ジャパン 様（2件）
●藤田観光 株式会社  WHG事業部
　横浜桜木町ワシントンホテル 様
●宮内建設 株式会社 様

●公益財団法人 みずほ教育福祉財団
　理事長 塚本 隆史 様（2件）
●大石 善教 様
●株式会社 又兵衛 様
●匿名（2件）
よこはま　あいあい基金寄付者
●よこはまシニアボランティアポイント登録者 様
障害者年記念基金寄付者　
●よこはまシニアボランティアポイント登録者 様
福祉基金寄付者　
●よこはまシニアボランティアポイント登録者 様
●匿名（1件）

ヨコハマ寄付本寄付者　
●横浜市保土ケ谷区社会福祉協議会 様
●NECネッツエスアイ 株式会社 神奈川支店 様
●横浜市社会福祉センター 利用者一同 様（2件）
●いづみの会 様
●横浜市磯子区社会福祉協議会 様
●横浜市神奈川区社会福祉協議会 様
●横浜市篠原地域ケアプラザ 様
●匿名（53件）

　横浜信用金庫は、令和4年4月にブックオフコーポレー
ション株式会社（以下、「ブックオフ」）及び本会と連携協定
を締結しました。
　同金庫では、地域に根差した金融機関として地域のお客
様にSDGｓや地域貢献への関心を寄せていただきたいと
いう想いから、3者での連携により「ヨコハマ寄付本」の取組
を実施しています。この取組は、同金庫の全営業店61店舗
及び本部3か所の計64か所に回収BOXを設置し、読み
終えた書籍等を寄付していただくものです(※ATM専用店
舗には回収BOXはありません)。
　ご寄付いただいた書籍等はブックオフにて査定され、買
取金額のすべてが同金庫名義で本会に寄付されます。
　今回の３者協定の締結は、これまで本会が進めていた「ヨ
コハマ寄付本」の更なる広がりとなり、読み終えた本の寄付
を通じた地域貢献活動の推進に繋がっています。

個人会員　
●佐藤 龍樹 様

ご支援・ご協力ありがとうございました。令和4年4月1日～7月28日 新規受付・継続受付分

　「ヨコハマで、すぐヨコへ。」をコンセプトに、本会
が皆様からの寄付金を活用し、既存の制度や
サービスでは対応ができない困り事の解決を目
指す取組です。
　企業・団体等の多様な主体の参加を促し、連携
することにより、さまざまな支援事業を実施していま
す。また、新たな社会課題への支援も検討していま
す。この取組を分かりやすく伝え共感の輪を広げ、

官民問わず多様な立場の方々と連携し、地域共
生社会の実現を目指しています。
　これまでに、高校生を対象とした学習支援事業
のほか、ひとり親世帯の新一年生へのランドセル
寄贈、困窮した女性へ向けた生理用品の配布な
ど、さまざまな取組を進めています。詳しくはホーム
ページをご覧ください。

「ヨコ寄付」の紹介 ～ヨコハマで、すぐヨコへ。～

【問合せ】ヨコ寄付推進担当
　　　　☎045-201-8620

▲横浜信用金庫に設置されている
　寄付本の回収BOX

　横浜市社会福祉協議会と締結
した包括連携協定の一環として、
地域福祉に貢献しようと企画した
ものです。当金庫の幅広い店舗網
を活用し、回収BOXを多数設置す
ることで、より多くの皆様に気軽に
寄付いただけるようにしました。
　これにより、地域の皆様に寄付
をより身近に感じていただくことの
お手伝いができれば当金庫にとっ
ても幸いです。

団体会員
●NPO法人 ぞうの歌 様
●株式会社 ジェイ・エス・ビー・ネットワーク 様
●丸五運輸 株式会社 様
●モービルオート 株式会社 様
●株式会社 エースプラン 様

●横浜商工会議所 様
●株式会社 江戸清 様
●大黒倉庫 株式会社 様
●三澤太雅法律事務所 様
●株式会社 アースアンドウォーター 様

横浜信用金庫からのコメント

横浜市ボランティアセンターでは、寄付のご相談をお受けしています
☎ 045-201-8620

【問合せ】横浜市社会福祉協議会 総務部
☎ 045-201-2096

「ヨコ寄付」の
最新情報は
こちら

賛助会員・
賛助会費の
ご案内

「ヨコハマ寄付本」
取組、回収場所に
ついてはこちら
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前号の感想

学生さんのスマホ講座のボランティア、浜口先
生の一言にもありましたが、学生さんにとって
もボランティアの世界に触れ、いい機会、経験
になったのではないかとわたしも思いました。
どちらかというと「アナログ派」なので、このよ
うな講座の開催はとても羨ましく思います。
機会があればわたしも是非是非参加してみた
いです。

（泉区　K.S）

〈発　　行〉
社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会
〒231-8482 横浜市中区桜木町1-1
☎045-201-2090 
FAX：045-201-8385
Eメール：fukuyoko@yokohamashakyo.jp
URL：https://www.yokohamashakyo.jp

〈デザイン 〉
株式会社 オールスタッフ

前号203号の福よこクイズの答えは、Q1：ボランティア　Q2：ガイド　Q3：市民 でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

クイズ福よこ

（特集）学ぶこと、知ることで心が動きます。将来の夢を語る高校生が、学習に
取り組む真剣な眼差しに心を打たれました。いつまでも学び続ける姿勢を持
ちたいと思いました。
（福祉の仕事）学校ボランティアの現場では、日 「々ありがとう」や「お願いしま
す」という言葉があふれているそうです。どの地域にも、子どものために何か
したい、特技を活かしたいと思っている方が多くいるのではないでしょうか。
さまざまなボランティアがあることを知ってもらえる機会となれば幸いです。

編
集
後
記

「福祉よこはま」は、共同募金配分金の
一部を活用して発行しています。

次号 ▼No.205　令和4年12月発行予定

【項目】
１）Ｑ１～３の答え
２）郵便番号・住所
３）氏名（ふりがな）
４）年齢　５）電話番号
６）福祉よこはまの入手方法
７）福祉よこはまの感想
８）「みんなの声」次号掲載時
の氏名の掲載可否（匿名希望
の場合はイニシャルを記載）

ご応募・ご感想
　お待ちしています！

【個人情報取扱】
※応募に関わる個人情報については、当選者への
発送及び福祉よこはま紙面作成の参考にのみ
利用させていただきます。

広告

応募方法
はがき・FAX・Eメールにて、
右に記載の項目をご記入のうえ
お送りください。
抽選で１５名の方に
プレゼントを差し上げます。

締め切り：
令和4年10月28日（金）必着
【応募先】
〒231-8482
横浜市中区桜木町1-1
横浜市社協
「福よこクイズ」係
ＦＡＸ：０４５-２０１-８３８５
Eメール：fukuyoko@yokohamashakyo.jp

特集：「ヨコハマで、すぐヨコへ。」横浜市社協で寄付を活用した取組を「ヨ
コ〇〇」と言います。（漢字２文字）

福祉の仕事：学校と地域のかけ橋となって、教育活動のねらいと、地域
の特性や地域の方々の得意なことを上手に結びつける役割を担う人を横
浜では、「学校・地域〇〇〇〇〇〇〇〇」と言います。（カタカナ8文字）

ボラセン情報：横浜市社協・区社協では豊かな市民社会の実現のために、
横浜市内で行われる非営利な地域福祉推進事業や障害福祉推進事業を
支援する「よこはまふれあい〇〇〇」を実施しています。（漢字３文字）

副業ではありますが、私もガイドヘ
ルパーの仕事に従事しております。
利用者様に少しでもお役に立てる
様に、楽しく外出して頂ける様に心
がけていますが、なかなか難しい場
面もあり自問自答しながら取り組ん
でいます。
生涯現役で続けていきたいと思っ
ています。

 （栄区　T.M）

横浜市社協は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています

障害福祉サービス事業所トロワランド

浅川さんご家族の記事を興味深く読ませて頂きまし
た。ガイドさんの存在が当事者の日々の成長に大きく
関わっていること、また支援している側にも良い影響
があり、互いに支え合っている姿を感じました。
地域の方々の温かい目があってこそだと思いました。

（港北区　H.Y）

そらくんとたからくんの
映画が出来たことが知れ
て貴重でした。
以前出席した講演会で浅
川さんと息子さんを見か
けたとき、とても心に響く
お話を聞けたので映画も
是非見たいと思いました。（鶴見区　ありもとさん）

「イチから手作り、学生たち

のスマホ講座」は素晴らし

い取り組みだと思います。

この様な活動が広報を通じ

て知られることで、どんどん

広がるとよいと思います。

ポーチが素敵だったのでつ

い応募しました。
 （栄区　匿名）

色はお任せください

「絞り染めてぬぐい」プレゼント!

てぬぐい２枚とてぬぐい便利帳のセットです

以前勤務した病院に重症心身障害児施設

があり、直接の会話はないものの子どもた

ちの笑顔、日々がんばる姿に励まされた記

憶があります。今でも時々思い出すのです

が、心が温まります。
（戸塚区　Y.K）

「福よこクイズ」応募フォーム▶

　神奈川区にある生活介護の事業所です。運営する法
人として３つ目にできたので、フランス語で３を意味す
る「トロワ」が名前についています。手作り製品のほか、
近隣で採れた野菜の販売なども行っています。事業所
は市営地下鉄三ツ沢上町駅前にありま
す。お近くにお越しの際は、ぜひいらして
ください。

トロワランドFacebook▶
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